
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

千葉県では房総半島南部に生息する特定外来生物のアカゲザルについて 

防除実施計画を策定し、完全排除を目指して捕獲を行っています。 

この通信を通じて、アカゲザルの生態や事業の状況等をお知らせします。 

 アカゲザルは雑食性で、千葉県内ではマテバシイ等の実、いわゆる

どんぐりを主に食べていると考えられています。また、広葉樹やツル

植物の葉や果実、雑穀類の植物に加え、動物性採食物として昆虫の採食

が確認されています。また、昼行性でメスを中心に群れで行動しており、

主に木の上で生活しております。 

 アカゲザルは、本来はアフガニスタンから中国までのアジア大陸に生息しており、日本には生息して

おりませんでした。しかし、房総半島の南部に生息が確認され、平成１７年に特定外来生物による生態系等

に係る被害の防止に関する法律により特定外来生物に指定されました。 

 また、アカゲザルの見た目はニホンザルとは異なりますが、ニホンザルと遺伝的に近いことから交雑問題を

引き起こしており、アカゲザルとニホンザルの交雑種も平成２６年に特定外来生物に指定されております。 

 オス約 8 ㎏、メス約 5 ㎏ 

体長は 40～60cm 

体毛は褐色、下半身は黄色 

や赤みを帯びていることがあります 

（１４号） 
アカゲザル等防除連絡会 

千葉県環境生活部自然保護課 
（令和５年３月発行） 

アカゲザルの法律上の扱い 

アカゲザルはどんな生き物？  

 尾が長い 

20～30 ㎝ 

🍂 アカゲザル目撃情報をお寄せください 🍂 

１ 

県ではアカゲザルの目撃情報を収集しております。お寄せいただいた情報は、アカゲザルの生息域や頭数を

把握するために用い、アカゲザルによる被害の防除のために活用をさせていただきます。 

アカゲザルを目撃した場合、アカゲザル目撃収集ツール等によりご連絡をくださるようお願いいたします。 

詳しい目撃情報の連絡方法につきましては、アカゲザル防除通信４ページをご確認ください。 



  

 

  第 2 次千葉県アカゲザル防除実施計画について 

第２次千葉県アカゲザル防除実施計画では大型檻による

捕獲を引き続き実施していくとともに、ＩＣＴ技術の活用、

おとりザルなど新たな捕獲手法を試行し捕獲頭数の増加を

図ってまいります。また、すでに設置をしている大型檻で

サルの行動域と重複していない場合は移設を行う等、

効果的な捕獲の実施を検討します。 

令和 3 年度の事業概要 

          第２次アカゲザル防除実施計画の全文はこちらに公開しています。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu/akagezaru/2nd_akage.html 

          スマートフォンの場合には、右記QRコードからアクセスできます 

【調査】 

 群れの行動範囲等を調べるため、捕獲した個体に発信器

を装着し追跡調査を実施しています。令和３年度は、新規に

ＶＨＦ発信器を９頭、ＧＰＳ発信器を８頭に装着し、装着済み

のものと合せて６０頭程度で発信器を稼働させ、各群れの

行動範囲を把握しました（右図）。 

【大型檻による捕獲】 

 電波発信器の調査結果からアカゲザルの群れが良く

利用する地域を把握（右図）し、その中で地権者の了承が

得られた場所に大型檻を３基増設しました。 

各大型檻ではサルが餌を食べていることを確認次第、

わなを稼働させ捕獲を行いました。 

  

 

各群れの行動域（令和３年度） 

 

GPS 発信器等の調査でサルがよく利用

する地域がわかります。結果をこのように

地図に示すことで、檻の設置場所を

決めることに活用されます。 

集中利用地域 ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
令和 ４ 年度の事業概要 

また、今年度は以下の会議や講習会を開催しました。 

・防除連絡会        令和４年 ９月 ８日 

・地元説明会        令和４年１１月１８日 

・追い払い講習会      令和４年１１月１８日 

・捕獲支援講習会      令和４年１１月１８日 

追跡調査としてＶＨＦ発信器３８頭※、ＧＰＳ発信器２０頭※

に装着し、行動域を把握しております。（※令和５年１月末時点） 

捕獲は大型檻を１基新設し、計２２基で実施しています。 

新規設置した大型檻は、防除実施ラインに近いツバキ群を

捕獲するため、アカゲザル生息域の北部に設置しました。

設置の際は、群れの行動域等の情報や皆様から寄せられた

目撃情報を基に設置場所を選定しました。 

【捕獲実績（令和３年度）】 

 令和３年度の県アカゲザル防除事業では、大型檻２１基

（新設３基）と小型檻６基を用いて捕獲を実施した結果、

２６８頭（うち大型檻２６０頭、小型檻８頭）を捕獲しました。 

また、市の捕獲数は４頭であったため、県の捕獲数と合わせて

集中防除区域内では計２７２頭が捕獲されました。 

３ 



○このチラシに関するお問合せ先：千葉県環境生活部自然保護課鳥獣対策班    043（223）2058 

○アカゲザルの目撃情報、被害状況の連絡や防護柵についての問合せ先 

・館山市にお住まいの方 ：館山市農水産課                 0470（22）3397 

 ・南房総市にお住まいの方：南房総市農林水産課               0470（33）1071 

 

 

 スマートフォンやパソコンをお持ちの場合には、 

アカゲザル目撃収集ツールに情報をお寄せください。 

目撃収集ツール URL https://forms.gle/PmXGBA2sWwFu8hB19 

（右記ＱＲコードからもアクセスできます） 

→目撃した場所や日時、状況等をご記入いただき、 

最後に「送信」ボタンをクリックしてください。 

関係者に自動的にデータが送信されます。 

 

※投稿者の個人情報を記入する欄はありません。 

またお寄せいただいた情報は、アカゲザル防除を 

目的としてのみ使用いたします。 

 

 

 

 

  

 

 

首輪に電波発信器が

装着されています。 

アカゲザル目撃情報をお寄せください  

Googleマップを開いて、 

右クリックで目撃場所を

選択します。 

※なお、目撃収集ツールの仕様は、改良により変わることがあります。 

県ではアカゲザル被害の防除を目的としてアカゲザルの目撃情報を収集しております。 

アカゲザルを目撃した場合、下記の問合せ先に直接ご連絡をしていただくか、もしくは、スマートフォン等

により アカゲザル目撃収集ツール（下記） によりご連絡をくださるようお願いいたします。 

【連絡内容】①日付・時間、②目撃した場所、③頭数、④コザルの有無、⑤首に電波発信器が装着されていたか 

また、イノシシ等の捕獲用くくりわなや箱わなにかかった 

サルに首輪がついていることが確認された場合も、下記の 

お問合せ先にご連絡をくださるようお願いいたします。 

🍂 アカゲザル目撃情報をお寄せください 🍂 
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